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番 号              件          名 

 

１ 寄附について 

 

２ 小中一貫教育(義務教育学校）導入(開校）準備委員会の開催について 

 

３ とうや湖縄文まつりの開催について 

 

４ 各種事務事業の取組状況について 
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１ 寄附について 

このたび、次の方より寄附の申し出があり、ご厚志に添うようありがたく受納

いたしました。  

⑴ 食材の寄附（洞爺湖町洞爺学校給食センターへ） 

虻田郡洞爺湖町洞爺町１５１ 

とうきび屋 塩田  塩 田   光 氏 

とうきび  ２３本 

 

２ 小中一貫教育(義務教育学校）導入(開校）準備委員会の開催について 

令和１０年４月の小中一貫教育（義務教育学校）制度の導入を目指すため、「虻田・

洞爺湖温泉地区」及び「洞爺地区」の両地区において、それぞれ準備委員会を発足

し、次の方々を任命いたしました。 

虻田・洞爺湖温泉地区では、新しい学校が地域に愛されるよう「全町民」を対象

に、校名案を募集することが全会一致で決まりました。 

また、洞爺地区では、制服・ジャージの検討が議論され、広く意見を聞きながら

結論を出していく方向性が確認されました。 

なお、第２回準備委員会はいずれの地区も９月下旬に開催することとしておりま

す。 

（虻田・洞爺湖温泉地区）         ◎会長 ○副会長 （敬称略） 

 氏   名 委員の区分 

○ 福 田 健太郎 保護者（虻田小学校保護者代表） 

〇 越 後 進 一 保護者（洞爺湖温泉小学校保護者代表） 

葛   和 佳 保護者（虻田中学校保護者代表） 

秦 野 克 佳 保護者（本町保育所保護者代表） 

菊 地 将 平 保護者（入江保育所保護者代表） 

下 田 太 基 保護者（桜ヶ丘保育所保護者代表） 

河 岸 洋 輔 保護者（とうやこ幼稚園保護者代表） 

舘 岡 恵 一 関係者（虻田小学校学校運営協議会代表） 

荒 町 美 紀 関係者（洞爺湖温泉小学校学校運営協議会代表） 

◎ 増 山 顕 佑 関係者（虻田中学校学校運営協議会代表） 

浅 野 美 香 教職員（虻田小学校校長） 

荒 木 美由紀 教職員（洞爺湖温泉小学校校長） 

細 野 輝 彦 教職員（虻田中学校校長） 
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藤 澤   学 教職員（虻田小学校教頭） 

竹 内   淳 教職員（洞爺湖温泉小学校教頭） 

荒 地   健 教職員（虻田中学校教頭） 

 

（洞爺地区）             ◎会長 ○副会長 （敬称略） 

 氏   名 委員の区分 

〇 辻   裕 也 保護者（とうや小学校保護者代表） 

◎ 傳   尚 邦 保護者（洞爺中学校保護者代表） 

北 風 あゆ美 保護者（洞爺保育所保護者代表） 

小 林 裕 司 関係者（とうや小学校学校運営協議会代表） 

浅 利 弘 樹 関係者（洞爺中学校学校運営協議会代表） 

洲 﨑 陽 一 教職員（とうや小学校校長） 

内 山 勇 一 教職員（洞爺中学校校長） 

山 岡 武 志 教職員（とうや小学校教頭） 

山 本 惠一郎 教職員（洞爺中学校教頭） 

 

３ とうや湖縄文まつりの開催について 

史跡入江・高砂貝塚への関心と理解をより一層深めてもらおうと「第１６回縄文

まつり」が７月１９日、２０日の２日間にわたって、実行委員会の主催により開催

されました。 

１日目の縄文講演会では、世界遺産登録５周年を記念して、「北海道・北東北の縄

文遺跡群」のうち、道内構成市町の学芸員による「世界遺産が語る縄文のこころ」

と題した講演を行い、縄文人の精神文化について、各遺跡の事例をわかりやすく解

説しました。 

２日目は入江貝塚公園を会場に、火起こし体験をはじめとした体験コーナー、縄

文シャーマンショーや演奏会など趣向をこらした内容となり、来場した方々も楽し

みながら遺跡に親しんでいました。 

参加者は両日合わせて約３４０名の方々の来場をいただき、入江・高砂貝塚のＰ

Ｒと共に世界遺産への理解を深め、縄文文化に対する関心を高めていただける内容

となりました。 

 

４ 各種事務事業の取組状況について 

  前会議から本会議までの各種事務事業の取組状況について、次のとおり報告いた
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します。 

⑴ 洞爺湖町立学校運営協議会（虻田地区）委員の任命について 

任期満了に伴い、４月１日付けをもって次の方々を任命いたしました。 

なお、それぞれ第１回会議を開催し、会長及び副会長の互選に続き、令和８年

度の学校経営方針の説明、運営協議会活動予定などを協議しました。 

（虻田小学校 学校運営協議会）       ◎会長 ○副会長 （敬称略） 

 氏   名 委員の区分 新再別 

◎ 舘 岡 恵 一 地域住民 新任 

○ 川野名   恵 学識経験者 再任 

福 田 健太郎 保護者 再任 

福 島 良 一 地域住民 再任 

小 倉 克 彦 学校運営に資する活動を行う者 再任 

佐 藤 雄 亮 対象学校の教職員 新任 

 

（洞爺湖温泉小学校 学校運営協議会）    ◎会長 ○副会長 （敬称略） 

 氏   名 委員の区分 新再別 

◎ 荒 町 美 紀 学校運営に資する活動を行う者 再任 

〇 越 後 進 一 保護者 新任 

成 兼 一 寛  〃 新任 

佐 伯 亜 希  〃 新任 

高 橋 洋 一 地域住民 再任 

青 山 晴 重 地域住民 再任 

津 谷 和 枝 地域住民 再任 

森   寿 浩 学校運営に資する活動を行う者 再任 

苫米地 明 彦 対象学校の教職員 再任 

阿 部 真奈美 学識経験者 新任 

 

（虻田中学校 学校運営協議会）       ◎会長 ○副会長 （敬称略） 

 氏   名 委員の区分 新再別 

◎ 増 山 顕 佑 学識経験者 再任 

〇 葛   和 佳 保護者 新任 

依 田 信 之 学校運営に資する活動を行う者 再任 

石 川   諭 地域住民 再任 
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中 村 絵理子 学校運営に資する活動を行う者 再任 

鈴 木 正 規 対象学校の教職員 再任 

（任期 令和８年４月１日～令和１０年３月３１日） 

 

⑵ 洞爺湖町立学校運営協議会（洞爺地区）委員の補充について 

洞爺湖町立学校運営協議会（洞爺地区）委員の異動等に伴う欠員が生じたため、

次の方々を任命いたしました。 

なお、合同で第１回会議を開催し、令和８年度の学校経営方針の説明、運営協

議会活動予定などを協議しました。 

（とうや小学校 学校運営協議会）              （敬称略） 

氏   名 委員の区分 

辻   裕 也 保護者 

青 野 敏 志  〃 

小 林 裕 司  〃 

山 下 知 保 対象学校の教職員 

（任期 令和８年４月１日～令和９年３月３１日） 

  

（虻田中学校 学校運営協議会）               （敬称略） 

氏   名 委員の区分 

白 石 圭 吾 保護者 

山 本 惠一郎 対象学校の教職員 

（任期 令和８年４月１日～令和９年３月３１日） 

 

⑶ 箱根町中学校との相互交流について 

姉妹都市箱根町との中学生親善訪問事業が行われ、７月２８日（火）から７月

３０日（木）まで、当町の中学生６名と引率２名が箱根町を訪問し、翌週の８月

５日（水）から８月８日（金）まで、箱根町の訪問団を受入れいたしました。 

相互交流では、それぞれが目標をもって、歴史や文化の違いや類似点を実際に

肌で感じ取り、中学生同士の友好を深めることができたとの報告を受けておりま

す。 

 

⑷ ふるさと・ふれあいフレンドリーツアーについて 

洞爺湖町と香川県三豊市の友好都市提携による小学生の交流事業「ふるさと・

ふれあいフレンドリーツアー」は、三豊市より１９名の訪問団が７月２４日から
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２７日までの４日間、洞爺湖町を訪れました。 

訪問団一行は、初日に表敬訪問のため洞爺湖町役場を訪れ、翌日は、洞爺湖サ

ミット記念館で対面式を行った後、中島散策や酪農体験、洞爺湖畔でのカヌーや

バナナボートなどの交流プログラムを実施しました。 

洞爺湖町児童の皆さんは、２日間の交流を通して、訪問団をお迎えするホスト

役として立派に振るまい、三豊市の児童との友情の輪を広め、絆を深めました。 

なお、洞爺湖町からは、１１月２０日から４日間の日程で２２名の児童が三豊

市を訪問する予定となっております。 

 

⑸ 洞爺湖町男女共同参画講演会２０２６の開催について 

男女共同参画の普及啓発を目的とした「洞爺湖町男女共同参画講演会」を８月

２６日（水）、洞爺湖町役場防災研修ホールにおいて開催いたしました。 

講師には昨年に続き、北海道防災教育アドバイザーの住友静恵氏を招き、「誰に

も優しい避難所とは 使いこなそう新しい防災気象情報～災害弱者にならないた

めに～」と題して、新しい防災気象情報の解説や住んでいる地域の災害種別をハ

ザードマップで確認するなど、日ごろから気を付ける点について講演をいただき、

４５名の参加がありました。 

講演会を通じて、災害時だけではなく普段から多くのことを想定する必要があ

ることを改めて考えるきっかけとなり、男女共同参画社会のへの理解を深める機

会となりました。 


